
 
 
 

 
 

～図書室にはこんな本があります～ 

Nｏ. ７ 
 

来館者の方からの質問事項をもとに昭和館図書室の図書を紹介します。 

 

  

 問：戦時中の代用食について調べたい。 
     

  今回は、雑誌を中心に調べてみたいと思います。 

       

（１） 所蔵している雑誌を調べる。 

         この質問の場合には、雑誌の内容（目次）まで検索できる方がベターなので、 

         検索システムの初期画面で、 

 

          図書・雑誌  ではなく、  全ての資料  を選んでください。 

         次の画面で  全資料・全項目 をチェックし、 代用食  と入力してください。 

 

         検索結果には、図書・雑誌等全ての資料が表示されますが、先頭のマークで識  

         別することができます。検索結果は、全部で 22 件。その内、雑誌では、 

          『婦人之友』『科学朝日』『科学知識』『みさを』等があります。 

         また、この他に戦時中の婦人雑誌には、料理の献立や生活の工夫などが載って   

       いて、戦時中の生活を窺い知ることができます。今回は、所蔵『主婦の友』       

昭和 16 年～昭和 20 年の主な内容一覧を添付しましたので、併せてご覧くださ

い。 

 

（２） ＣＤ化している雑誌を調べる。（この検索は、図書室ブース内の端末でご利用できます。） 

 

当館では、「中央公論」「婦人公論」「文芸春秋」「写真週報」の創刊号～昭和６４年

までの全号の内容を端末で見ることが出来ます。また、様々なジャンルから全号

の記事タイトルを検索することも出来ますし、広告等も検索することができます。 

この質問の場合は、メニュー画面で 記事の分類から検索 を選択し、 

大分類：生活 → 中分類：衣食住 → 小分類：代用品・代用食 

で検索してみてください。 

 

 

 

 

図書室には、書棚に並んでいる図書以外にもたくさんあります。 
検索端末を使って、読みたい本を探してみてください。 
操作方法等がわからない場合は、カウンター職員までお気軽に…。   



 
 
・・・もう一冊！！！・・・ ⑥ 
 
 
 国民生活…って簡単に言いますが、北海道から沖縄まで、気候風土は千差万別。同じ地域でも農

家かサラリーマンかでは、生活も違います。そして、一年一年激動した昭和の１０年から３０年。

こんな幅広い対象を調べるのは楽ではありません。昭和館も案外大変なんです。 
 と、愚痴を言っても始まらないので、今回は地元東京の盛り場の様子を見てみましょう。 
東京の人間にとって盛り場と言えば銀座、浅草、上野が老舗です。これに遅れて、新宿、池袋、渋

谷が加わると言ったところでしょうか。これらの盛り場は（盛り場って言う表現がチョット古いで

すね）今も昔も流行の中心であり、時代の嗜好を色濃く表した場所だったのです。そんなわけで、

今回は「盛り場」をキーワードにしてみます。 
 まず見ておきたいのが「木村伊兵衛写真全集昭和時代」昭和の東京や地方の様子を事細かに記録

した写真集です。木村伊兵衛は、言うまでもなく昭和を代表する写真家の一人であり、そのチョッ

トひねった“さりげなさ”は事実以上の事実とでも言ったら良いような空間を見せてくれます。銀

座にこだわった写真家としては、もう一人師岡広次がいます。「思い出の銀座」「銀座界隈」など、

木村伊兵衛と一味違った、しっくりした映像を見ることが出来ます。 
銀座と言えば、木村荘八の「銀座界隈」などが定番でしょうか。しかし、華やかだった銀座にも爆

弾の雨が降ります。内田百間の「東京焼尽」、石川光洋「東京大空襲秘録写真集」が、廃墟となった

東京の姿を伝えています。 
それでも、日本人の頑張りが、戦後数年で焼け跡を追いやり、華やかな銀座を復興させたのです。

大沢雄吉「今日の東京」は、戦後十年でほとんど復興した東京の様子を記録しています。筆者も昭

和３０年の銀座は覚えていますが、焼け跡のイメージは全く有りません。ただ、あちこちのビルの

表面が煤で黒くくすんでいたのを覚えています。 
 今回は、盛り場、と言いながら、銀座ばかりになってしまいましたが、上野、新宿と言ったキー

ワードでも多くの本が検索できます。いろいろ探してみてください。   （午睡） 
 
 
－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－ 
 
－図書室から－ 
 ２０世紀も大詰めになり、世の中ではミレニアムブーム。何となくあわただしい空気です。 
 新たな時代へと移り変わる時、そんな時こそ、忘れてはならない何かに気づく瞬間であってほしいも

のです。 
 
＊新着資料が増えました。 
・参考図書棚に「現代用語の基礎知識」「知恵蔵」「ｉｍｉｄａｓ」を揃えました。他の事典、辞書と 
 ともにご利用ください。 
・ 新着雑誌棚に新たに「厚生福祉」「内外教育」が増えました。いずれも時事内容に解説を加えた

資料です。併せて、ご活用ください。 
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